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子, 常岡正廣, 高村昇: 地域住民における舌圧と現在歯数の関連性:五島研究. 第 66回日本口腔衛生学会総会 

21. 玉井慎美, 永吉真子, 山梨啓友, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩, 川上純: リウマチリウマチ検診の試み. 第 114回日

本内科学会総会 

22. 小屋松淳, 野原夏樹, 清浦海里, 山梨啓友, 村瀬邦彦, 永田康裕, 前田隆浩: 医歯薬 3 学部 4 学科の共修における意

識調査～テキストマイニングによる評価を用いて～. 第 7 回 九州地域医療教育研究会 

23. 松尾幸美，岩本愛美，近藤英明，大木昇，福壽美月，井上和美，陣内ちさ，江藤宏美，和泉元衛: 静電容量型 3軸加

速度計を用いた周期性下肢運動検出. 日本睡眠学会第 42回定期学術集会 

24. 岩本愛美，松尾幸美，近藤英明，大木昇，福壽美月，井上和美，陣内ちさ，江藤宏美，和泉元衛：静電容量型 3 軸加

速度計を用いた周期性下肢運動パラメータの特徴. 日本睡眠学会第 42回定期学術集会 

25. 江藤宏美，近藤英明：レストレスレッグス症候群の評価における日本語 Cambridge-Hopkins 質問票 13 の開発. 日本睡

眠学会第 42回定期学術集会 

26. 上片さくら，近藤英明，加藤千穂， 江藤宏美：女性看護師のレストレスレッグス症候群. 不眠研究会第 33 回研究発

表会 

27. 馬場季菜，近藤英明，江藤宏美，加藤千穂：女妊娠糖尿病におけるレストレスレッグス症候群の実態. 不眠研究会第

33 回研究発表会 

28. 川㞍真也，折口智樹，川野充弘，山本元久，和泉泰衛，中村英樹，前田隆浩，川上純：IgG4 関連疾患における線維化

バイオマーカーの検討. 第 61 回日本リウマチ学会総会 

29. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，日

髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上純：アバタセプト治療関節リウマチ患者における骨関連バ

イオマーカーの評価：九州地区多施設共同 RA 超音波前方視的コホート研究. 第 61 回日本リウマチ学会総会 

30. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，日

髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上純：バイオマーカーと超音波指標で解析する関節リウマチ

における生物学的製剤治療の有効性の評価：九州地区多施設共同 RA 超音波コホート研究. 第 61 回日本リウマチ学会

総会 

31. 川㞍真也，川上純：関節リウマチ治療のエビデンスと経験から．第 45 回日本臨床免疫学会 

32. 川㞍真也，川上純：関節リウマチの病態解析：超音波とバイオマーカー．第 32 回日本臨床リウマチ学会総会 
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研究業績集計表 教室等名：406 地域医療学

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2017 30 0 0 0 5 35 30 0 7 1 0 32 40 75

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2017 0 0 3 3 4 8 34 46 49

論文総数に係る教員生産係数一覧

2017

Impact factor 値一覧

2017 73.182 24.394 2.439

0.467 11.667 0.857 10

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

A-b B-b

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）


